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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第86期 

第３四半期 
連結累計期間 

第87期 
第３四半期 

連結累計期間 
第86期 

会計期間 
自 2019年２月１日 
至 2019年10月31日 

自 2020年２月１日 
至 2020年10月31日 

自 2019年２月１日 
至 2020年１月31日 

売上高 （百万円） 64,465 69,501 86,970 

経常利益又は経常損失（△） （百万円） △22 2,014 153 

親会社株主に帰属する四半期

純利益又は親会社株主に帰属

する四半期（当期）純損失

（△） 

（百万円） △317 1,481 △624 

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △757 639 △837 

純資産額 （百万円） 46,564 46,232 45,859 

総資産額 （百万円） 90,380 95,451 89,507 

１株当たり四半期純利益金 

額又は四半期（当期）純損失

金額（△） 

（円） △8.53 40.53 △16.86 

潜在株式調整後１株当たり 

四半期（当期）純利益金額 
（円） － － － 

自己資本比率 （％） 51.3 48.2 51.0 

 

回次  
第86期

第３四半期
連結会計期間

第87期
第３四半期

連結会計期間

会計期間  
自 2019年８月１日
至 2019年10月31日

自 2020年８月１日
至 2020年10月31日

１株当たり四半期純利益金額

又は四半期純損失金額（△）
（円） △2.30 26.01 

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３．第86期第３四半期連結累計期間及び第86期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、１株当たり四半期純損失金額であり、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第87期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第３四半期連結累計期間において新たに発生した事業等のリスクは、新型コロナウイルス感染症が拡大した場合

の生産拠点の操業停止や減産などであります。 

 新型コロナウイルス感染症の世界的な流行は、各地域でのサプライチェーンや生産活動に混乱をきたしておりま

す。当社グループの一部の生産拠点でも、政府等当局からの出勤禁止令発令により、一時的な操業停止や減産などが

生じました。第２四半期連結会計期間までには概ね通常稼働に戻っておりますが、足元の再拡大の経過によっては、

当社グループの事業活動及び収益確保に影響を及ぼす可能性があります。 

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
文中の将来に関する事項は、当第３四半期連結会計期間末（2020年10月31日）現在において当社グループが判断し

たものであります。
(1）業績の状況 
 当第３四半期連結累計期間における世界経済は、新型コロナウイルス感染症の影響を受け停滞していた経済活動
が徐々に再開され、持ち直しが見られるものの、感染再拡大の懸念や米中貿易摩擦の長期化など、依然として先行
き不透明な状況が続いております。 
 当社グループの主たる供給先の状況として、自動車業界においては、新型コロナウイルス感染症拡大の影響によ
り一時は低迷していた自動車の生産・販売台数が回復傾向となり、また、電動車関連の需要については成長基調に
変わりなく推移いたしました。半導体業界においては、情報通信機器関連向け半導体や５Ｇ向け半導体の需要は拡
大が継続し、車載向け半導体の一部には回復も見られますが、今後の需要動向については予想し難い状況にありま
す。 
 このような事業環境のもと、当社グループは、省資源・省エネルギーに貢献する製品・部品の受注拡大及び、全
グループを挙げて生産性向上と原価低減に取り組みました。 
 その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は695億１百万円（前年同期比7.8％増）となりました。利益面で
は、電子部品事業と電機部品事業が増収となったことなどにより、営業利益は18億８千４百万円（前年同期は営業
損失１億４百万円）、経常利益は20億１千４百万円（前年同期は経常損失２千２百万円）、親会社株主に帰属する
四半期純利益は14億８千１百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失３億１千７百万円）となりまし
た。
 
  セグメントの業績は、次のとおりであります。 
（金型） 
 金型事業については、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、景気の先行きに対する懸念が続いたこと
により需要は低迷しました。その結果、売上高は63億６千５百万円（前年同期比4.3％減）となりました。営業
利益は今後の需要回復を見据えた生産能力増強のための設備投資を実施したことにより減価償却費などの営業費
用が増加した結果、６億４千万円（前年同期比25.4％減）となりました。

 
（電子部品） 
 電子部品事業については、今後の需要動向に不透明さがあるものの、情報通信機器関連向け半導体や５Ｇ向け
半導体の需要拡大、車載向け半導体の需要回復などの受注変動に適宜対応しました。その結果、売上高は290億
６千８百万円（前年同期比6.8％増）となりました。営業利益は増収と固定費の削減に取り組んだ結果、８億８
千５百万円（前年同期は営業損失11億８千１百万円）となりました。

 
（電機部品） 
 電機部品事業については、自動車メーカーの操業停止・減産の影響で一時は低迷したものの、電動車向け駆
動・発電用モーターコアの需要の成長基調は変わっておらず、売上高は369億２千６百万円（前年同期比13.6％
増）となりました。営業利益は増収の結果、25億７千２百万円（前年同期比17.0％増）となりました。

 
（工作機械） 
 工作機械事業については、新型コロナウイルス感染症拡大の影響による景気の先行きに対する懸念から需要は
低迷し、販売台数は大幅に減少しました。その結果、売上高は６億３千７百万円（前年同期比50.7％減）、営業
損失は１億５千８百万円（前年同期は営業利益９千５百万円）となりました。
 

  なお、上記セグメント売上高は、セグメント間の内部売上高又は振替高34億９千６百万円を含めて表示しており
ます。

 

(2）財政状態の分析 

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ59億４千３百万円増加し954億５千１百万円

となりました。これは主に受取手形及び売掛金や有形固定資産が増加したことによるものであります。

 負債合計は55億７千万円増加し492億１千９百万円となりました。これは主に長期借入を実施したことによるも

のであります。 

 純資産合計は３億７千３百万円増加し462億３千２百万円となりました。これは主に親会社株主に帰属する四半

期純利益の計上により増加したものであります。
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(3）キャッシュ・フローの状況 

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成していないため、記載を省略して

おります。

 

(4）経営方針・経営戦略等

 当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(5）事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更はなく、また、新たに生

じた課題はありませんが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響については、今後も経過を注視し、必要な対策を

適宜実施する予定であります。

 

(6）研究開発活動

 当第３四半期連結累計期間における当社グループの研究開発費は、293百万円であります。

 なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(7）主要な設備

 前連結会計年度末において計画中であった主要な設備の新設について、当第３四半期連結累計期間に重要な変更

があったものは、次のとおりであります。

 

重要な設備の新設等 

会社名 

事業所名 
所在地 

セグメント

の 

名称 

設備の内容 

投資予定金額 
資金調達 

方法 

着手及び完了予定年月 
完成後の 

増加能力 
総額 

(百万円) 

既支払額 

(百万円) 
着手 完了 

提出会社 

八幡事業所 

福岡県 

北九州市 

八幡西区 

電機部品 
電機部品の

製造設備 
6,137 1,947 

自己資金 

及び借入金 
2020年２月 2022年７月 20％ 

三井高科技（上海） 

有限公司 

中華人民 

共和国 

上海市 

電子部品 

電機部品 

電子部品及び

電機部品の 

製造設備 

5,060 336 
自己資金 

及び借入金 
2020年１月 2022年５月 80％ 

提出会社 

岐阜事業所 

岐阜県 

可児市 
電機部品 

電機部品の

製造設備 
4,362 1,998 

自己資金 

及び借入金 
2020年２月 2021年10月 90％ 

ミツイ・ハイテック 

（ヨーロッパ） 

エスペーゾー 

ポーランド 

オポーレ県 
電機部品 

建物及び 

電機部品の 

製造設備 

5,263 3,067 
自己資金 

及び借入金 
2020年２月 2022年11月 新規 

三井高科技（広東） 

有限公司 

中華人民 

共和国 

東莞市 

電機部品 
電機部品の 

製造設備 
3,228 1,054 

自己資金 

及び借入金 
2020年５月 2022年４月 200％ 

㈱三井スタンピング 

福岡県 

北九州市 

八幡東区 

電機部品 
電機部品の 

製造設備 
1,262 633 

自己資金 

及び借入金 
2020年５月 2022年２月 90％ 

 

(8）生産、受注及び販売の実績 

 当第３四半期連結累計期間において、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、金型事業の受注実績が21億

９千６百万円（対前年同期比31.4％減）、工作機械事業の販売実績が５億２千４百万円（対前年同期比52.7％

減）、生産実績が５億２千３百万円（対前年同期比52.7％減）と著しく減少しております。 

 なお、セグメント間の取引については相殺消去しております。 
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３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 94,595,700

計 94,595,700

 

②【発行済株式】

種類 
第３四半期会計期間末 
現在発行数（株） 
(2020年10月31日) 

提出日現在発行数（株） 
 

(2020年12月10日) 

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名 

内容 

普通株式 39,466,865 39,466,865 

東京証券取引所 

（市場第一部） 

福岡証券取引所 

単元株式数は100株

であります。 

計 39,466,865 39,466,865 － － 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
 

（百万円）

資本金残高
 

（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2020年８月１日～

2020年10月31日
－ 39,466 － 16,403 － 14,366

 

（５）【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

        2020年７月31日現在 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式   － － － 

議決権制限株式（自己株式等）   － － － 

議決権制限株式（その他）   － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 2,911,800 － － 

完全議決権株式（その他） 普通株式 36,487,400 364,874 － 

単元未満株式 普通株式 67,665 － 
一単元（100株）未満の

株式 

発行済株式総数   39,466,865 － － 

総株主の議決権   － 364,874 － 
  
 （注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が700株及び議決権が７個含まれて

おります。

２．当第３四半期会計期間末日現在における当社所有の株式数は2,912,217株であります。 

 

②【自己株式等】

        2020年７月31日現在 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所 
自己名義所有
株式数（株） 

他人名義所有
株式数（株） 

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数 
に対する所有 
株式数の割合 
（％） 

㈱三井ハイテック 
北九州市八幡西区 

小嶺二丁目10番１号 
2,911,800 － 2,911,800 7.37 

計 － 2,911,800 － 2,911,800 7.37 

 

２【役員の状況】

   前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。 

 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2020年８月１日から2020

年10月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2020年２月１日から2020年10月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。 
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2020年１月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(2020年10月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 15,793 16,003 

受取手形及び売掛金 12,203 14,090 

電子記録債権 2,312 ※ 2,780 

有価証券 3,700 2,800 

商品及び製品 3,333 3,901 

仕掛品 1,965 2,264 

原材料及び貯蔵品 2,093 2,132 

その他 2,011 2,572 

貸倒引当金 △12 △12 

流動資産合計 43,402 46,533 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 35,287 36,434 

減価償却累計額 △23,450 △23,894 

建物及び構築物（純額） 11,836 12,540 

機械装置及び運搬具 59,319 64,513 

減価償却累計額 △42,973 △45,191 

機械装置及び運搬具（純額） 16,345 19,322 

工具、器具及び備品 22,794 22,729 

減価償却累計額 △20,265 △19,703 

工具、器具及び備品（純額） 2,529 3,025 

土地 7,634 7,601 

使用権資産 1,441 1,409 

減価償却累計額 △817 △816 

使用権資産（純額） 624 592 

建設仮勘定 4,439 3,350 

有形固定資産合計 43,410 46,432 

無形固定資産 449 434 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,060 911 

繰延税金資産 296 218 

退職給付に係る資産 318 368 

その他 570 551 

投資その他の資産合計 2,245 2,050 

固定資産合計 46,104 48,917 

資産合計 89,507 95,451 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2020年１月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(2020年10月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 5,806 7,586 

1年内返済予定の長期借入金 1,979 2,331 

未払法人税等 357 191 

役員賞与引当金 － 12 

リース債務 27 26 

その他 3,794 5,112 

流動負債合計 11,965 15,261 

固定負債    

長期借入金 31,250 33,423 

役員退職慰労引当金 183 198 

退職給付に係る負債 98 98 

リース債務 150 135 

その他 － 100 

固定負債合計 31,682 33,957 

負債合計 43,648 49,219 

純資産の部    

株主資本    

資本金 16,403 16,403 

資本剰余金 14,661 14,661 

利益剰余金 18,833 20,059 

自己株式 △3,033 △3,034 

株主資本合計 46,864 48,089 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 214 110 

繰延ヘッジ損益 － 12 

為替換算調整勘定 △1,367 △2,152 

退職給付に係る調整累計額 △80 △66 

その他の包括利益累計額合計 △1,233 △2,096 

非支配株主持分 227 238 

純資産合計 45,859 46,232 

負債純資産合計 89,507 95,451 

 

- 8 -

2020/12/10 18:14:55／20679166_株式会社三井ハイテック_第３四半期報告書



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2019年２月１日 
 至 2019年10月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2020年２月１日 

 至 2020年10月31日) 

売上高 64,465 69,501 

売上原価 57,763 60,431 

売上総利益 6,701 9,070 

販売費及び一般管理費 6,806 7,186 

営業利益又は営業損失（△） △104 1,884 

営業外収益    

受取利息 76 36 

為替差益 － 12 

不動産賃貸収入 80 80 

雇用調整助成金 － 111 

その他 91 117 

営業外収益合計 248 358 

営業外費用    

支払利息 66 74 

為替差損 39 － 

固定資産除売却損 22 31 

臨時損失 － ※ 82 

その他 37 38 

営業外費用合計 166 227 

経常利益又は経常損失（△） △22 2,014 

特別利益    

補助金収入 38 98 

特別利益合計 38 98 

特別損失    

固定資産圧縮損 － 88 

特別損失合計 － 88 

税金等調整前四半期純利益 16 2,024 

法人税等 306 522 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △290 1,502 

非支配株主に帰属する四半期純利益 26 20 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△317 1,481 
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2019年２月１日 
 至 2019年10月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2020年２月１日 

 至 2020年10月31日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △290 1,502 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △8 △104 

繰延ヘッジ損益 － 12 

為替換算調整勘定 △459 △784 

退職給付に係る調整額 0 13 

その他の包括利益合計 △466 △862 

四半期包括利益 △757 639 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △783 618 

非支配株主に係る四半期包括利益 26 20 
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【注記事項】

（追加情報）

（会計上の見積り）

 新型コロナウイルス感染症拡大により、当社グループでは主要な供給先の減産の影響を受けております。こ

の状況により当連結会計年度中は一時的な需要低下があるものの、各地域での感染拡大収束、経済活動再開に

伴い需要は徐々に回復していくと仮定しており、当該仮定を会計上の見積り（繰延税金資産の回収可能性、固

定資産減損の兆候判定）に反映しております。

 なお、将来における実績値に基づく結果が、これらの見積り及び仮定とは異なる可能性があります。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※ 四半期連結会計期間末日満期手形等

 四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしておりま
す。
 なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形等が
四半期会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（2020年１月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2020年10月31日）

電子記録債権 －百万円 327百万円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 臨時損失 

 当社グループの在外連結子会社において、新型コロナウイルス感染症の拡大防止を背景とした各国政府等の要
請に基づき、一部の生産拠点が操業停止した期間の固定費を営業外費用に計上したものであります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四
半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自  2019年２月１日
至  2019年10月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  2020年２月１日
至  2020年10月31日）

減価償却費 5,217百万円 5,455百万円

 

（株主資本等関係）

 前第３四半期連結累計期間（自 2019年２月１日 至 2019年10月31日）

  １．配当金支払額 

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年４月19日 

定時株主総会
普通株式 75 2.0 2019年１月31日 2019年４月22日 利益剰余金

2019年９月12日 

取締役会
普通株式 73 2.0 2019年７月31日 2019年10月17日 利益剰余金

 

 ２．株主資本の金額の著しい変動

 該当事項はありません。 

 

 当第３四半期連結累計期間（自 2020年２月１日 至 2020年10月31日）

  １．配当金支払額 

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年４月17日 

定時株主総会
普通株式 146 4.0 2020年１月31日 2020年４月20日 利益剰余金

2020年９月11日 

取締役会
普通株式 109 3.0 2020年７月31日 2020年10月15日 利益剰余金

 

 ２．株主資本の金額の著しい変動

 該当事項はありません。 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

   前第３四半期連結累計期間（自 2019年２月１日 至 2019年10月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  金型 電子部品 電機部品 工作機械 合計 
調整額 
(注)１ 

四半期 
連結損益 
計算書 
計上額 
(注)２ 

売上高              

外部顧客への売上高 3,640 27,211 32,502 1,109 64,465 － 64,465 

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

3,008 1 － 184 3,194 (3,194) － 

計 6,649 27,213 32,502 1,294 67,659 (3,194) 64,465 

セグメント利益又は損失（△） 858 △1,181 2,198 95 1,970 (2,075) △104 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△2,075百万円は、全社費用△1,829百万円の他、セグメン

ト間未実現利益消去等を含んでおります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理

費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

   当第３四半期連結累計期間（自 2020年２月１日 至 2020年10月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  金型 電子部品 電機部品 工作機械 合計 
調整額 
(注)１ 

四半期 
連結損益 
計算書 
計上額 
(注)２ 

売上高              

外部顧客への売上高 2,982 29,068 36,926 524 69,501 － 69,501 

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

3,383 － － 112 3,496 (3,496) － 

計 6,365 29,068 36,926 637 72,997 (3,496) 69,501 

セグメント利益又は損失（△） 640 885 2,572 △158 3,939 (2,055) 1,884 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△2,055百万円は、全社費用△1,823百万円の他、セグメン

ト間未実現利益消去等を含んでおります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理

費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

   
前第３四半期連結累計期間
（自 2019年２月１日
至 2019年10月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2020年２月１日
至 2020年10月31日）

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額（△）
  △８円53銭 40円53銭

（算定上の基礎）      

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

又は親会社株主に帰属する四半期純損失

金額（△）

（百万円） △317 1,481

普通株主に帰属しない金額 （百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額又は親会社株主に帰属

する四半期純損失金額（△）

（百万円） △317 1,481

普通株式の期中平均株式数 （千株） 37,168 36,554

（注）１．前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純

損失金額であり、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 

 

２【その他】

2020年９月11日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

 中間配当による配当金の総額………………………109百万円

 １株当たりの金額……………………………………３円00銭

 支払請求の効力発生日及び支払開始日……………2020年10月15日

 （注）2020年７月31日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いました。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 該当事項はありません。
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2020年12月10日

株 式 会 社 三 井 ハ イ テ ッ ク 

 取 締 役 会    御 中 

 

有限責任監査法人ト ー マ ツ 

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
  公認会計士 鈴木 朋之   印 

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
  公認会計士 室井 秀夫   印 

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社三井ハ

イテックの2020年２月１日から2021年１月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2020年８月１日から2020

年10月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2020年２月１日から2020年10月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社三井ハイテック及び連結子会社の2020年10月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 

 （注） １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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